
　台風１８号が接近し、大雨が予想されていた
のに、天ケ瀬ダムの予備放流をしていませんで
した。そのため、耐えきれなくなった天ダムか
ら毎秒 1,160㌧が緊急放流され、宇治川堤防は
決壊の危機となりました。
　菟道丸山地区や木幡池周辺では、内水排除の
不備などから家屋の浸水被害が発生しました。                                                                        
避難指示が出ましたが、市民や町内会に伝えず、

そのため避難したのはわずか６００人でした。

避難場所が開設されていない所もあり、浸水想
定地域の避難場所であったり、市に登録してい
る要支援者 4 千人の把握も支援体制も不十分で
した。　党議員団は、市の危機管理体制や市防
災計画の改善を求めてきました。

  また、党議員団は、現地調査を行うとともに、
専門家などの意見も聞いて、倉林明子参議院議
員とともに国土交通省に、宇治川危機の原因究
明など、早急に対応するよう申し入れを行いま
した。その後、国交省は天ケ瀬ダム操作運用を
見直し、予備放流を実施することになりました。

2013 年９月に発生した台風１８号

  公約をことごとく裏切った民主党政権、国民の声を聞かず亡国の政治に暴走する自民党安
倍政権。国政の問題が、市民生活を直撃しています。党議員団は、「集団的自衛権行使容認
撤回」、「原発再稼働中止」、「消費税増税撤回」、「TPP 交渉参加阻止」など、市民の安全や
暮らし、地域経済を壊す国の政策にきっぱりと対決し、他の会派や市民とも一致点を追求
し共同を広げてきました。

国にハッキリものを言い、市民との共同で請願・意見書の採択へ

・全請願に賛成・採択へ全力
  2011 年 4 月から 2014 年 9 月議会まで、別表１にあるように、市議会に、21 本・26,233 人の
請願が提出されました。党議員団は、このすべての請願に賛成し、市民の願い実現に全力で取り
組みました。
  その中で、「日本軍『慰安婦』問題について」の請願や「京阪宇治バスの運行継続を求める」請
願など 11 の請願が採択されました。
  一方、自民、公明、民主などは、老朽校舎の改修や少人数学級の実現、学校図書館司書の増員、
子どもの通院医療費無料化の拡充などを求める市民の切実な願いに、「かえって過大な要望となり、
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倉林明子議員とともに国交省へ申入れ

宇治川右岸の“月の輪工法〝の現地調査

建設後、初めて非常ゲートが開け
られ緊急放流が開始された天ダム


